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2022 年度第１回行政改革推進委員会会議録 

 

日時 2022 年８月３日（水） 

                              午後２時～４時 

                   場所 市役所新館 会議室４ 

 

出席者 

(委員) 茶谷会長、山下委員、稲垣委員、須藤委員、柴田委員 

(本部) 市長、副市長、教育長、行政経営部長、市民生活部長、健康福祉部長、経済建

設部長、議会事務局長、教育部長 

(事務局) 

 企画政策課 企画政策課長、企画政策課長補佐兼政策推進担当係長、政策推進担当 

 情報システム課 情報システム担当係長 

■市長挨拶 

 こんにちは。みなさま大変お忙しい中、本委員会に出席いただきありがとうございま

す。行政改革推進委員会は、それぞれの委員のみなさまの経験や市民としての意見をい

ただき、チェックを行う重要な会議です。 

 行政改革の推進について本市は、副市長となった約 10 年前には民間活用や組織の最

適化を含め遅れていたが、消防組織の広域化や公共施設の適正配置や長寿命化など、委

員のみなさまの意見をいただきながら、市全体の最適化に向けて動いている。現在では、

他市と比較しても進んでいる状況となっており、今後は公共施設を事後保全ではなく、

予防保全を行う形で、施設マネジメントを実施していく。また、市内に点在する施設を

集約化・複合化し施設機能を組み合わせることで、より充実した施設となるような方針

で進めていきたい。 

 小学校の統合により、旧唐竹小学校の跡施設を活用して今年度オープンした共生交流

プラザ「カラット」についても、様々な機能を集約した複合施設となっており、想定以

上の利用があり好評である。 

 民間活用については、必要に応じて民間事業者からの様々な提案を受け入れることが

できる組織づくりを行っていく。また、一部の施設では直営で実施するなど、民間活用、

直営の両面から検討を行い、市民サービスの提供に関して責任を持てる状態での施設運

営を行っていく。 

 今回、民間活用を中心に議論を行っていくが、用語などに横文字が多く非常に分かり

づらくなっているため、分からない単語、用語があれば都度質問していただき、議論を

深めていただきたい。 

  

■議題１ 第 6次行政改革後期推進プラン（案）について 

事務局より、第 6次行政改革後期推進プラン（案）について、資料に基づき説明した。 
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「第６次行政改革後期推進プラン（案）」は、承認された。 

 

（以下、上記説明に関する質疑及び意見等） 

〇ＶＦＭとはなにか。 

 ⇒Value for Money の略であり、従来方式に比べて、新たな PPP 事業手法で実施する 

 ことによって総事業費をどのくらい削減できるかを示す割合のこと。 

 

〇資料４－２について大規模な改修、長寿命化については計画的に実施していくことが 

 示されているが、トイレの洋式化、多目的化などの喫緊の課題の対応についてはどの 

 ようにしているか。 

 ⇒洋式化、多目的化については国の交付金等を活用しながら施設の改修等の時期に関 

  わらず、全体的に前倒しで実施している。例外的に改修時期が近い福祉体育館につ 

  いては、大規模改修と同時に実施することを予定している。学校施設については、 

  小学校はすでに完了しており、中学校についても来年度完了予定。 

学校の空調設備については、残っている普通教室以外の教室についても設置を進め

ている。災害時に避難所として使用する学校体育館への空調設置の是非が話題とな

っているが、教育委員会との調整の上、災害時は必要に応じて校舎の普通教室など

に避難者の受入れができる状態となっているため、体育館への整備は行わない方針

としている。 

 

〇先日、カラットを利用したが、受付の対応が非常に良かった。前回の推進委員会の際 

に、豊明市の指定管理施設の窓口対応について、他市と比べて窓口対応の水準に統一

性が無く、人により対応が大きく異なるという意見を申し上げたが、カラットについ

ては、とても感じの良い受付で利用者も喜ぶのではないかと感じた。 

 

〇資料３－１の民間活用事業について、「期待できる効果」欄に記載してある効果につ 

いて、実際に事業実施した場合の効果額などを数値化しているのか。 

 ⇒案件によって具体的な効果額等は異なり、案件ごとにＶＦＭの算定や、詳細な検討  

を行うため、それぞれの事業方式において一定の効果額の目安がある訳ではない。 

 ⇒本市事例では、駐輪場の有料化における整備の際に当初ＰＦＩでの実施を検討して 

  いたが、直営と比べてもコストメリットが少ないことが分かり、自動車駐車場整備 

  センターと協定を結び、民設民営での整備を行う方法に切り替えた。必ずしもＰＦ 

  Ｉでの実施が効果的な訳ではないため、案件ごとにしっかりと事前に検討した 

  上で、最適な事業方式を選択していく。 

 

〇資料４－２「公共施設中期整備プラン」は、小中学校の統廃合についても加味された 

 計画なのか。 
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 ⇒豊明中、三崎小、図書館の一体整備など、公共施設適正配置計画のロードマップを 

  加味しながら作成している。 

  ⇒例えば、栄小学校と舘小学校が将来統合するという可能性がある場合、長寿命化 

   の際にその辺りも考慮して整備を行うのか。 

   ⇒それぞれの学校の児童数の今後の推移を検討したところ、１学年１クラスにな 

    る想定の地域はないという結論に至っているため、現状の８小学校を維持して 

    運営する予定。ただし、現在のコロナ禍の中で、児童生徒一人 1台タブレット 

    を持った状態となっており、今後の学校施設の在り方については全く予想が 

    できないため柔軟に対応していく必要がある。豊明小、三崎小、図書館の一体 

    整備のように、建替えのタイミングで統合することで効果がある周辺の公共施 

    設については、今後も統合の検討を行う。 

 

〇資料４－２「公共施設中期整備プラン」に記載の「施設全体評価」について、学校関 

 連施設については、評価の低い施設ついて優先的に長寿命化を実施していく予定との 

 ことだが、二村台小学校の評価が 43 点と低いにも関わらず 10年間の計画に長寿命化 

 等の記載がないのはなぜか。 

 ⇒二村台小学校については、統合整備の際に改修を行ったが、その際は内装中心の  

整備程度の改修となっている。今後、外壁部分についても改修を行う予定のため、

その改修実施後は、評価点数は改善する（高くなる）想定である。また、中期整備

プランは絵にかいた餅にならないように、10年間の改修計画としており、その後も

適切な時期に長寿命化は実施していく。 

 

〇資料５「民間提案制度」について窓口はどこになるのか。 

 ⇒民間提案制度の窓口については今後、制度設計を行っていくため検討中だが、他市 

  町事例でみると、行政改革や施設マネジメント担当課などが窓口となり、所管課に 

  つないでいくことが多く、本市の場合も企画政策課を窓口としていく想定である。 

  ⇒提案を受けた具体的な検討も企画政策課も入って話を進めていくということか。 

   ⇒そのような運用を想定している。 

 

〇ＤＸ化の範囲について、インフラ改修などは対象としていないのか。 

 ⇒実証実験ではあるが、昨年度、市のデマンド交通「チョイソコとよあけ」にカメラ

機器を設置して、画像と振動により道路の劣化状況を把握するという取組の実証実

験を行ったが、実際にＤＸを有効活用するための業務手順の見直しまでには至らな

かったため、正式導入は見送っている状況。 

 ⇒水道管については、改修に膨大な費用が掛かり利用料金の負担増につながる可能性 

  があるため、計画的に更新を行っていかなければならない。その中で、一部の自治 

  体では、ＡＩを活用して劣化状況を調査し、改修計画を策定している。豊明市の場 
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  合、水道事業は 5 市町で構成する一部事務組合で実施しているが、安全性を含めた 

  水道管の老朽化への対応について、ＡＩの活用についても今後検討していく必要が 

  ある。 

 

〇資料１に記載のデジタル人材の育成・配置について、現状の職員をデジタル人材とし 

 て育成するのか、または、新たに人材を採用するのか、どちらで考えているか。 

 ⇒新たな人材の採用については、市の人材基本方針や定員適正化計画の見直し等が必 

  要となってくるためすぐに実施することは難しいが、ＤＸを改革として捉えるなら 

  見直しを含めた検討を行っていく必要はある。ただ、一人の人材を継続的に任用す 

  るとなると、技術的な陳腐化も懸念されるため、任期付きなどで新たに人材を採 

  用するのか、ある程度この分野に強い職員を育成していくのか、検討を行っていく。 

 

〇世の中のデジタル化の動きを受けて、行政以外の施設でも手書きの申請ができなかっ 

 たりすることがある。世代によってはデジタル化についていけずに取り残されてしま 

 う可能性があることもＤＸ推進においては留意していただきたい。 

 ⇒昨年度のコロナワクチン接種の際に、パソコンやスマホで予約を行うとあっという

間にできるが、実際には電話での予約が殺到した。その際は、高齢者などの予約が

難しい方を対象に予約の支援を実施した。また、確定申告などでも電子化が進んで

いるが、引き続き市で会場を設けて実施している。 

様々な場面でデジタルについていくことが有利な状態になっている部分があるが、

豊明市としては、できない人がいることを前提として運営を行っていく。 

 

〇豊明市のマイナンバーカードの普及率はどのくらいか。 

 ⇒豊明市は４３％程度で全国平均より若干下回っている。現在、カラットや市内のド 

  ン・キホーテなどで出張申請を行っており、マイナポイントなどのインセンティブ 

  が付く時期に申請いただけるよう積極的に案内をして交付率の向上を目指す。 

  ⇒市役所に来なくても申請ができるということについては、より周知をお願いした 

   い。 

 

〇コンビニ交付における個人情報の保護について安全性は問題ないか。 

 ⇒全く問題ないとは言い切ることは難しいが、既に他自治体で多く実施していること

や、交付率の向上に伴うニーズの高まりを踏まえ、来年の２月から実施する予定。 

 

〇行政改革やＤＸの推進の基となっている課題として生産年齢の減少があると思うが、 

 それらの増加などについての施策は考えているか。 

 ⇒日本全体として生産年齢人口は減少にあり、豊明市は 5年ほど前から、愛知県でも  

2,3 年程前から減少している。 
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寺池・間米南部の区画整理を、地権者が中心となった組合施行で実施しており、市

として後押ししている。名古屋市の東部地域は人口が増えている状況なので、豊明

市も区画整理で一定程度人口を増やしソフトランディングを目指していく。 

 

〇女性の働き易い環境として、多世代で同居することが考えられるが、多世代で住むた 

 めの物件が中々見つからないという意見をよく聞く。 

 

〇保育所の申込みなどについては、ＤＸを活用して手続きがオンライン化される一方で、 

 公立園と民営化した保育園で申請方法に差ができないようにして欲しい。 

 

〇カラットについて、夜間も空いており施設内に入ることができるため、薬物犯罪など

の温床とならないか不安があり見回りをお願いした。 

 ⇒施設に入っている各団体に見回りをお願いしている。また、夜間は施設内のフリー 

スペースなどに立ち入りできないようにするなど制限を加えながら対応していっ

ている。 

 

〇大規模商業施設の有無や、素敵なお店・公園やそこまでのアクセスが住む町として選

ぶ理由としている話をよく聞くが豊明市で何か予定はあるか。 

 ⇒大規模商業施設については、交通量の増加により渋滞を招くなどの懸念もあり、積

極的ではない。 

公園に関しては、三崎水辺公園のニーズが高いことが分かっているため、大規模な

改修を予定している。また、今年度より民間事業者による包括的な指定管理を実施

しており、土日含めた管理やイベントの数を増やすことで、より一層のサービス向

上を目指していく。 

 

〇ＤＸの推進における、システムのクラウド化について安全性の確保はされているのか。 

 ⇒標準化におけるクラウドについては、国が定義した一定の要件を満たした上で調達 

  する「ガバメントクラウド」を活用するため、安全性については問題ないという認 

  識を持っている。 

 

〇ＤＸの推進において、新たに参画できる市民などの協力など、地域を巻き込んでいく 

 ことは重要だと考える。市民がマンホールの写真を撮り、市がそれを活用して劣化状 

 況をチェックするなどして職員が見回りをしなくてよくなったという事例がある。単 

 なる市内部でのＤＸの推進ではなく、いかに市民を巻き込んでいくかが重要である。 

 

〇デジタル人材の活用については、単に市役所の中の業務に係る人材活用ではなく市民 

 に開かれた形で人材を活用していくべきだと考える。例えば、窓口などで専門的な知 
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 識を持った人材が、市民に簡易なデジタル活用の方法を教えてあげた上で、行政手続 

 きの方法までアドバイスをするなど、市民を含めた形でＤＸの推進を行うことが望ま 

 しい。 

 

〇デジタル人材の活用を含め、様々な専門的な能力を持った人材の活用はとても重要だ 

 が、市役所の仕事は多岐に渡る。そのため、市民に対して様々なサービスの案内がで  

 きる広い知識を持った人材の育成も重要であるため、異動後の引継などをしっかりと 

 行うことができる組織体制づくりをして欲しい。 

 

 

 

                                 以上 






















































